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「ほっとルーム」を拠点として、
組織的に機能する支援体制の充実
― ―チーム援助や子育て支援を通して

（ ）特別研修員 見城 守 渋川市立北小学校

＜研究の概要＞
不登校傾向や問題をかかえる児童に対して、関係の深い職員でチームを編成し、コミュニ

ケーション作り、保護者との連携など、それぞれの役割に応じて支援を行ってきた。また、
子育てに悩む保護者に対して「子育て支援セミナー」を実施した。これらの拠点となるのが
「ほっとルーム」であり、組織的に機能する支援体制の充実をめざし、学校全体で取り組ん
だものである。
【 】キーワード：教育相談 ほっとルーム チーム援助 支援シート 子育て支援 信頼関係

Ⅰ 主題設定の理由

本校では５月現在、登校を渋りがちな児童が数名いる。児童への支援は担任が中心であり、
。 。その負担は大きいと考えられる 職員全体の共通理解や情報交換についても十分とは言えない

また、学級懇談会の時など保護者から 「いうことを聞かない 「かかわり方が分からない」、 」
等の話を聞く。家庭での子どもとの接し方、支援の仕方について保護者は悩んでいる。学校と
保護者との相互の連携を密にして、子どもとのかかわり方を共に学び合うことが必要であると
考える。
そこで 「ほっとルーム」をこれらの課題解決の拠点ととらえ、組織的に機能する支援体制、

の充実を図ることをめざし、研究しようと考えた。まず、登校を渋りがちな児童の援助・指導
については、年度当初からある教育相談部会を中心とした支援体制を築き、情報交換や共通理
解を図っていく。特に対象児童については、学級担任だけの援助・指導ではなく、学年主任、
教育相談担当、専科など支援できる教員で「チーム援助」を立ち上げ、児童の実態に即した支
援を行っていく。
また、保護者に対しては 「ＰＴＡ子育て支援セミナー」の実践を通して、子どもとのかか、

わり方について支援する。保護者同士、保護者と教員が話し合うことで情報交換ができ、子育
てに関して前向きに取り組む姿勢や互いの信頼関係を築いていきたい。さらに、得られた成果
を情報発信し、家庭の教育力の向上を図る。

Ⅱ 研究のねらい

、「 」 、不登校傾向や問題をかかえる児童に対して ほっとルーム を拠点とした支援体制を築き
情報交換や共通理解を図っていく。さらに関係する教員でチームを組み、学習面、友達とのか
かわりなどの支援を計画的に実施する。また、子育て支援セミナーを通して保護者への支援、
学校との信頼関係を築いていく。児童及び保護者への支援を学校全体で取り組むことにより、
児童の安定した登校及び学校生活を目指すことをねらいとする。
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Ⅲ 研究の内容と方法

基本的な考え方
(1) 「ほっとルーム」を拠点とするとは
「ほっとルーム」を「教育相談機能 ・ 情報発信機能」の２つの機能としてとらえ、児童」「

や保護者への支援の場として中心的な役割を果たすように運営していく。
ア 「教育相談的機能」とは
不登校傾向や問題をかかえる児童に対

して、チームを組んで支援する（チーム
援助 「チーム援助会議」を開き、対象）。
児童の情報交換を行い、援助方針・具体
的な援助案・役割を決め、支援していく。
支援の過程や児童の様子を「チーム援助
シート 「支援シート」に記録し、情報」
を蓄積する。さらに、支援の評価・検討
をし、より確かな支援へと改善していく。
イ 「情報発信機能」とは
しつけや子どもとのかかわり方に悩む

保護者を中心に、子育て支援セミナーを
実践し、学校と保護者との情報交換、学
び合いを通して子育ての支援をしていく。
校内教育相談をより一層推進していくた
めには、学校と保護者が連携を深めるこ
とが重要であると考える。そのための情
報発信的な役割ととらえた。

図１ 「ほっとルーム」の機能「ほっとルーム」の２つの機能を有効
に活用することにより、児童や保護者へ
の支援に学校全体として取り組めるように運営していく。
(2) チーム援助とは
チーム援助は、対象児に対して支援できる人材を集め、同じ目標に向かってチームを組んで

組織的に支援することである。本研究では、担任、学年主任、教育相談主任、コーディネータ
ーで構成し、学習面、対人関係、保護者との連携など校内で取り組む支援活動を展開した。情
報収集や具体的な援助場面においては、前担任や専科の支援も仰ぐこととした。コーディネー
ターはチーム援助会議の設定をしたり、援助策の提案、見直しをしたりする。また 「チーム、

」 「 」 、 。援助シート や 支援シート を作成し 支援の過程や児童の変容についての情報を蓄積する
担任は、遊びの仲間づくりや温かい学級の雰囲気作りなど、人間関係の援助や家庭と連絡を取
り援助の働きかけをする。学年主任は、学習面や行事における活動場面において援助し、教育
相談主任は、担任との家庭訪問の実施や具体的な支援の方法についてアドバイスするなど、全
体を見渡した援助をする。チームを組んで援助することは、普段見られない児童の様子などを
多面的にとらえることができ、確かな支援につながるものである。さらに、チーム援助は担任
の負担を軽減し、学校全体として取り組む支援体制でもある。
(3) 子育て支援セミナーとは
子育て支援セミナーは、子どもの成長や発達段階を考え、場面にあった子どもとのかかわり

方について、学校と保護者が共に学ぶ場である。具体的には、保護者から子育てに関する悩み
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についてアンケート調査をし、その結果
をもとに子どもとのかかわり方にポイン
トを絞った子育て支援プログラムを作成
し実践する。プログラムの実践は、保護
者同士、保護者と学校との情報交換、相
互の信頼関係を築くものである。本研究
では、学校から情報発信できる保護者へ
の子育て支援として推進していく。
このようにして「ほっとルーム」を拠

点とした支援体制を確立し推進すること
で、対象となる児童に対してチームで計

図２ 子育て支援の活用画的に援助したり、子育て支援セミナー
を通して保護者との信頼関係を築いたり
する活動が効果的に行えると考える。

Ⅳ 実践計画

７月 ○ 「ほっとルーム」の環境整備
現在ある「ほっとルーム」をより落ち着いた空間になるような備品を整え、環境
を整備する。また、支援の対象となる児童の情報や援助過程の記録が、今後の支
援資料となるよう蓄積していく。

○ 全職員の共通理解を図る。
運営委員会、職員会議において校内教育相談を組織的に推進することを確認し、
確かな支援ができるような体制を築く。

８月 ○ 子育て支援プログラム 「ほっとルーム」の機能についての職員研修、
子育て支援プログラムのねらいや内容について理解を深め、保護者を対象とした
子育て支援セミナーの実施に向けて準備する。

９月 ○ 外部機関との連携
中部教育事務所教育相談事業を活用し、対象となる児童の理解を深め、具体的な
援助策の提案を受け、実践する。
○ 教育相談部会の開催
不登校傾向や問題をかかえる児童の援助・指導について、学校全体で取り組む支
援体制を築き、チームを組んで組織的に支援することを確認する。
○ 「チーム援助」の立ち上げ
対象となる児童に対して支援できる人材を集め、チームを組んで援助に当たる。
チーム援助会議を定期的に開催し、情報の共有、情報の発信として機能させる。

○ 「チーム援助シート」の活用
チーム援助シートを作成し、児童の特徴、家庭環境、援助方針について検討し、
実践に生かす。

○ 「支援シート」の活用
支援シートを作成し、援助の過程、児童の様子などの記録を蓄積する。さらに援
助策の改善の資料として活用する。

○ 「ほっとルーム （部屋）利用記録の活用」
本校では「ほっとルーム」を常時活用する児童はいないので、利用記録を活用し
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て学校全体の情報を得る。
10月 ○ 子育て支援セミナーの実践

学校と家庭の連携を深めることは、学校教育相談を推進する上で欠かせないもの
である。子育てについて学校と保護者が共に学び合い、分かり合うことを通して
相互の信頼関係を築いていく。

11月 ○ 「子育て支援だより」の発行
子育てについての情報を提供することにより、校内の教育相談について啓もうを
図る。

12月 ○ まとめ

Ⅴ 実践の概要と考察

１ 実践の概要
(1) 子育て支援プログラム 「ほっとルーム」の機能についての職員研修、
教育センターの指導主事、長期研修員を講師に招いて、子育て支援プログラムを中心に、全

職員で研修会を実施した。場面構成に沿って役割演技をし、子どもとのかかわり方についての
意見交換・情報交換をした。職員は和やかな雰囲気にも真剣に取り組み、我が子の子育てを振
り返りながら、子どもの心の内面を感じたかかわり方について体験することができた。初めて
体験する先生も多かったが、保護者への子育て支援が不登校問題の予防的な取組になることな
ど、理解を深めることができた 「小さい時、私の悩みを感じた母は、必ずドライブに連れて。
行ってくれた」という、一人の先生の言葉が印象的であった。保護者を対象とした子育て支援
セミナー（ 月に実施）に向けて、職員とＰＴＡ役員がチームを組んで実践にあたった。10

(2) 子育て支援セミナーの実践
従来のＰＴＡセミナーでも子育てに関する研修会はあったが、聞くことを主とする講演会で

あった。子育て支援セミナーは主体が保護者であり、保護者自身が子どもとのかかわりについ
て考え情報交換し、共に学び合う参加者体験型の研修会で、本校としては初めての実践であっ
た。我が子の子育てを振り返り、親子の心のきずなを深めることを支援するセミナーは、学校
と保護者の信頼関係を築く大きな一歩であったと考える。事前に教務主任（ＰＴＡ担当 、Ｐ）
ＴＡ文化部長、コーディネーターでチームを組み、子育て支援セミナーの目的や内容、当日の
運営などについて話し合った。ＰＴＡ役員とチームを組んだことにより、保護者側からの意見
も聞くことができ、セミナーを一緒に運営する意識が高められた。
ア 参加者のニーズの把握
セミナー開催のお知らせは全家庭に配布し、参加希望者から子育てやしつけに関する悩みに

ついてアンケートを取った。結果をもとにしてセミナーのテーマを「子どもに自信を持たせる
かかわり方」に決め、さらに、テーマに沿って子育てのポイントを作成した。テーマを中心と
したプログラムの作成にあたっては、保護者の悩み（課題）を把握することが大切である。身
近な悩みを取り上げ、互いに共感し、考え合うことを通して、参加者の心が一つになり、相互
の信頼を深めていくと考える。
イ セミナーの展開

① オリエンテーション
・セミナーのねらいの理解（講師の先生より）

② ウォーミングアップ
・バースデイライン（グループ編成）
・自己紹介
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４～５人のグループを作り、子どもが小さいときに
使っていたオモチャや写真を持ち寄り、小さいとき
のエピソードをまじえて自己紹介を実施した。子ど
もの日頃の様子や悩みについてまで話が進み、和や
かな雰囲気作りができた。

③ ワーク（こんな時 どうする）
・職員による役割演技（場面１～３）
・グループによる話し合い・意見交換

図３ ポイントのまとめ
～自信を育むための４つのポイント～

１ 「やろう」をキャッチしよう
２ やり方が分かるとできそうだ
３ うまくいかなくても、そのがんばりを言葉で伝えよう
４ 責めないこと・見守ることが、次への意欲

④ まとめ
・家庭教育リーフレットの活用（講師の先生より）

ウ 保護者の感想
図４ 役割演技の場面○ 参加するまではどんな内容なのか、意見を人前で発表する

のは苦手なので少し不安な気持ちで来ました。グループ形式
で話し合えたので、話し出すと止まらず和やかな雰囲気の中で自分の考えを言うことができ
ました。このようなセミナーは自分自身を見つめて、日頃ゆとりを持って子育てをしていな
いことに改めて気づかされました。子どものやろうという気持ちを大事にし、これからも子
育てに頑張っていきたいと思います。

資料１ 子育て支援だより○ 子どもに対して親がどうすればよいのか分か
らない場面があることは、自分だけでなく他の
お母さん達も同じことがあることが分かり、少
し安心しました。これらを参考にして、子ども
の気持ちも考えながら、怒ることだけでなく誉
めることや違った言い方などができるようにし
ていきたいと思います。

○ 今日のセミナーで他のお母さん方との話や先
生とお話しできて、少しゆったりとした気持ち
で家に帰れると思います。頭で分かっていても
行動に結びつくことがなかなかできませんが、
今後あせらず、頑張りすぎずに接してみようと
思います。本当に子育ては難しいですね。
エ 「子育て支援だより」の発行
学校教育相談をより一層推進していくためには、

学校での取り組みを保護者に理解してもらうこと
が大切であると考える。そこで 「子育て支援だ、
より」を全家庭に配布し、学校での取組について
情報を提供した。
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( ) 不登校傾向の児童へのチーム援助3

ア 第１回チーム援助会議
問題の概要については省略
Ａ子の支援について、担任、前担任とコーディネーターでチームを作り、Ａ子の昨年から今

年までの様子について情報交換を行った。前担任とチームを組むことは、昨年までの指導の過
程や本人の変容について確認するのに 大変有効であった 援助方針を立てるにあたっては チ、 。 「
ーム援助シート （資料２）を活用し、本人にとって今必要な援助について話し合った。具体」
的な支援は担任、学年主任、教育相談主任、コーディネーターでチームを編成し、それぞれの
役割を決めて実践した。また 「支援シート （資料３）を作成し、支援の過程やＡ子の変容、 」
についての情報を蓄積していくことを確認した。

資料２ チーム援助シート

イ 第２回チーム援助会議
Ａ子への指導過程やその時の様子について情報交換を行った。チームを組んだ教員以外にも

かかわりを持ってもらったので、Ａ子の様子を多面的にとらえることができた。さらに、有効
だった支援や改善点について話し合い、その内容を確認し実践を続けていった。
(ｱ) コミュニケーション作り
○ 一言日記の活用
Ａ子は担任とほとんど会話をしないので、日記を通してコミュニケーション作りを行った。

日記には友達の様子や本人の気持ちを書くようになり、心を徐々に開いていった。
○ 友達の支援
Ａ子と比較的仲の良い友達でグループを作り、休み時間に遊ぶ活動を取り入れた。友達とコ

ミュニケーションをとり、対人関係に慣れさせていった。
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(ｲ) 学習支援
資料３ 支援シート○ 算数の個別指導

学習中に意図的な指名をし、自信を持たせたり
人前で発表することに慣れさせたりしていった。
担任以外とは比較的コミュニケーションが取れる
ことが分かった。
○ 学校行事の支援
マラソン大会に向けて母親と連絡を取り、勇気

づけたり励ましたりなど協力をお願いした。母親
はＡ子に頑張らせるようなかかわり方に変わって
いった。
(ｳ) 家庭との連携
Ａ子の様子について情報交換を密にし、学校で

実施しているＡ子への支援を理解してもらい、協
力を得る。Ａ子に対する母親のかかわり方に変化
が見え、Ａ子の表情にも明るさが出てきた。学校
と家庭の連絡を密にすることによって相互の信頼
関係が築かれ、より確かな支援へとつながってい
ったと考える。

２ 考察
( ) 組織的な支援体制となったか1

不登校傾向の児童に対してチームを組んで支援にあたったことは、多くの情報を得ることが
でき、児童理解へとつながっていった。その情報をもとに、今必要な援助案を作成し、多くの
教員が児童にかかわり支援することができた。援助方針、援助案の作成では「チーム援助シー
ト」を、指導の過程や児童の様子については「支援シート」を活用した。その結果、教師間の
共通理解ができ、児童の変容をとらえるとともに、より確かな支援へと改善するのに有効であ
った。
コミュニケーション作りでは担任を中心とした教員の支援とともに、遊びを中心とした友達

の支援が大きな力となった。友達同士が認め合えるような温かい学級の雰囲気が、より大きな
支援につながると考える。また、支援を進めるにあたっては、家庭と連絡を取り合い、母親の
協力を得ることができた。学校の思い、母親の思いを相互に理解し、信頼関係を築くことによ
って、より確かな支援になると考える。
このように 「ほっとルーム」を教育相談的機能として活用し、現在ある教育相談部会を中、

心とした支援体制を築いて情報交換や共通理解を図っていったことや不登校傾向の児童に対し
てチームを組んで支援にあたったことは、学校全体で取り組む教育相談の推進に有効であった
と考える。
( ) 保護者への情報発信となったか2

子どもとのかかわり方に悩みや不安をかかえている保護者を対象に実施した「子育て支援セ
ミナー」は、情報交換、共に学び合う場として活用できた。参加した保護者は自分の子育てを
振り返り、子どもの気持ちを考えてかかわっていこうとする前向きな姿が見られた。これは不
登校問題の予防的な支援にもつながった 「また参加してみたい」との声も多く、学校からメ。
ッセージを発信することが 保護者との信頼関係を結ぶ大きな一歩であると考える また 子、 。 、「
育て支援だより」を全家庭に配布し、学校での取組について情報を提供したことにより 「ほ、
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っとルーム」が情報発信として機能したと考える。

Ⅵ まとめと今後の課題

本研究では、不登校傾向や問題をかかえる児童に対して、かかわりの深い職員でチームを編
成し、組織的に支援を行ってきた。支援に当たっては「チーム援助シート 「支援シート」の」
活用とともに、保護者との連携を密にし信頼関係を築いていった。その結果、保護者に変容が
見られ、児童にも明るい表情が増えていった。また、子育てに悩みをかかえる保護者に対して
は 「子育て支援セミナー」の実践を通して、親子のきずなを深め、よりよいかかわり方につ、
いて共に学び合った。
今回の実践を通して、不登校傾向や問題をかかえる児童の安定した登校、安心した生活を送

るための支援には次の点が重要であると考える。
○ 不登校傾向や問題をかかえる児童に対して、学校全体で取り組む支援体制をを築き、情報
交 換や共通理解を図る。
○ 対象児童について関係職員でチームを編成し、それぞれの役割で支援していく。
○ 保護者との連携を密にして、協力を得られるような信頼関係を築いていく。
今後の課題としては、次の点が上げられる。

○ チーム援助の推進にあたっては、コーディネーターの役割が重要である。従って広範囲に
動けるよう担任外に位置づけていく。

○ 組織がより機能するためには、定期的に教育相談部会が持てるよう年間計画に位置づけて
いく。

Ⅶ 実践での学び

本研究は、不登校傾向や問題をかかえる児童及び悩みをかかえる保護者に対して、学校全体
で組織的に支援を行ったものである。その実践を通して学んだことは、次の点である。
○ 不安や失敗を恐れず、とにかく実践をしてみる。実践（体験）から学ぶことは大きい。
チーム援助や子育て支援セミナーは知識や体験が不足する中での出発であったが、職員や保

護者の前向きな意見を聞くことができ、次へのステップに大きな支えとなった。
○ 児童や保護者とかかわることが信頼関係を築く第一歩である。
信頼関係を築くことによって児童への支援は大きく前進していく。児童や保護者のニーズを

把握したり、学校の取組を伝えたりすることは、相談しやすい学校作りにもつながっていくも
のと考える。
○ コーディネーターが動くことによって、職員の意識が変わる。
日常の中でもチーム援助等の情報を発信することで、他の児童についての情報交換へと発展

し、具体的な支援に向けて担任が少しずつ動き始める。小さな動きが学校全体として取り組む
大きなポイントになる。
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